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凪観光地点検
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ｌＣＯＭＯＳ（国際記念物遺跡会

議）は1999年に「国際文化観

光憲章」を策定し、文化遺産を

観光に活用する意義を次のよう

に定義した。「文化遺産の重要

性と保護の必要性を地域社会・

来訪者双方に理解してもらうこ

と｣。そしてそのためには、現

場での直接体験のほか、メディ

アを通した知識の取得や感性的

な共感も重要であるとした。

つまり、文化遺産の観光活用

の目的とは、その文化遺産に対

する良きサポーターをつくるこ

とにあり、サポーターとは単に

文化遺産の価値に関する知識を

共有しているだけではなく、親

しみや愛情をも共有した存在で

あるというわけだ。

こうした文化遺産のサポータ

ーづくりを、小規模ながらも着

実に成功させている事例に滋賀

県豊郷町の事例がある。

解体か保護かで揺れた町

豊郷小学校旧校舎は１９３７

（昭和１２）年落成で、同校出
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身で丸紅商店専務取締役だった

古川鉄治郎により寄贈された。

設計は米国出身の建築家ウィリ

アム・メレル・ヴォーリズ。教

育史的にも建築史的にも高い価

値を持つ建物である。

しかし９９～００年にかけて、

老朽化と耐震上の問題を理由に

この旧校舎を解体し新校舎を建

設する案が浮上。翌年には町会

議が講堂解体工事のための補正

予算を可決した。

一方これに反対する住民は

０１年に「豊郷小学校の歴史と

未来を考える会」を発足し、保

存再生に向けた運動を展開。同

年１２月には大津地裁に講堂解

体差し止めの仮処分申請を、翌

０２年８月には校舎解体差し止

めの仮処分申請を行い、いずれ

も仮処分決定が下された。

ところがその決定に反して解

体工事が強行され、反対する住

民が校舎に立てこもるという事

態に発展。これを受け、当時の

町長は方針を転換、新校舎を建

設すると同時に旧校舎は保存す

るとしたが、住民側との車L蝶は

解消されず、文化財保護と公共

事業の在り方を巡り町長のリコ

ール運動にまで発展していった。

その後、０４年に新校舎が完

成するが、町は旧校舎の保存を

進め、０９年５月、町立図書館

などが入る複合施設として一般

公開を開始した。

来訪者の交流の場に

この公開と時を同じくして地

元が予期せぬことが起こる。突

如、多くの若者が旧校舎を訪れ

るようになったのだ。しかも圧

倒的多数が、「文化財としての

ヴォーリズ建築」を見る目的で

はなく、いわゆる「アニメ聖地

巡礼」を目的とした来訪だった

のだ。軽音楽部に所属する女子

高生を描いたアニメ作品『けい

おん！』（２００９年４月から第

１期放送開始）で主人公たちが

通う高校のモデルとして、同旧

校舎がファンの間で話題になっ

たのだ。その後も第２期の放送

（２０１０)や劇場版の上映(2０

１１）もあって人気は途絶える

ことなく、人口約７４００人の同

町に、現在までに全国から延べ

２０～３０万人が来訪している。

このように継続的にファンが

集まる背景には、地域側の機敏

な対応とたゆまぬ努力がある。

地域側はファンの来訪をいち早

く察知し、温かく迎え入れる体

制を構築していったのだ。その

経緯については岡本健氏の一連

の研究に詳しい（例えば岡本健
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.２０１２「コンテンツツーリズ

ムにおけるＣＧＭ的観光デザイ

ンのあり方とその効果」：httP：

//ｈｄｌ・ｈａｎｄｌｅ,ｎｅｔ/２１１５／

49634）が、旧校舎の一般公

開が始まった09年５月には、

早くも地域側は来訪したファン

との交流を図っている。

そうした中、ファンから多く

出た要望が、アニメのシーンで

描かれたように「部室でお茶が

飲みたい」というものであった。

こうした要望を踏まえ、同年６

月上旬、商工会青年部や地元住

民などが「けいおんでまちおこ

し実行委員会」を組織。同月下

旬には校舎内に作中で描かれた

部室を思わせるカフエを開設し

ている。一方のファン側も、校

舎へアニメに関連する楽器や文

房具、グッズなどを持ち寄った

り、黒板にイラストを残したり

することで、校舎の新たな見ど

ころを生み出している（岡本氏

の上掲文献参照)。

文化遺産活用のモデルに

こうした取り組みは、１１年

に「とよさと軽音楽甲子園」

（同町問工会など主催）という

形でひとつの花を咲かせる。こ

れは、全国から高校生バンドを

募集し、ＣＤ審査を勝ち抜いた

バンドが、旧校舎講堂のステー

ジで決勝の演奏を行うというも

のだ。高校生バンドにとっては

日頃の練習の成果を披露する場

であるとともに、アニメファン

にとっては、同講堂は作品中で
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ヒロインらが演奏を行

った舞台であり、双方

が感慨深く楽しめる場

となった。２回目の

１２年は文化庁後援事

業となり、最優秀バン

ドには文部科学大臣賞

が授与されている。文

化遺産の活用が、旅客

誘致だけでなく、高校

生に活躍の場を与え、

｢けいおん！」ファンが文化遺産である豊郷小学校旧校舎の
保存・活用に一役言っている

彼らの夢を叶えるという文化振

興にまでつながっているのだ。

さらに注目すべき点は、こう

した来訪者の多くが、現地を訪

れ実物の文化遺産に触れ、その

価値への理解を深めている点で

ある。ネット上の言説を見るま

でもなく、今や「けいおん！」

ファンの多くは旧校舎の価値の

よき理解者であり、ファン側の

積極的活動が文化遺産価値の普

及に一役買う例も見られるよう

になった。例えば同人サークル

「豊郷小学校旧校舎群記録集製

作委員会」は、アニメでヒロイ

ンを務めた声優をナレーターに

起用し、旧校舎群の歴史と見ど

ころを案内するガイドＤＶＤを

製作・販売している。

L今後のポイント ノ

豊郷の例には、趣味や楽しみ

を入り口にしながら、「大切な

場所」という想いを共有してい

くプロセスがある。この「大切

な場所」という想いこそが文化

遺産の価値の本質だ。地域住民

にとっての文化遺産と、アニメ

ファンにとっての作品の舞台は、

本来、価値が全く異なる。しか

し「大切な場所」という想いは

同じであり、そこに共感が生ま

れるのだ。もちろん、知識も大

切ではあるが、感性に訴えかけ

ることも文化遺産の保護には必

須である。そしてツーリズムは

こうした点で大きな可能性を持

つ仕組みなのである。

豊郷の例はこうした観点から

も先駆的な事例だ。単に「アニ

メでまちおこし」の事例として

だけでなく、文化遺産保護の新

たなモデルとしても一連の取り

組みを成功させていってほしい。

なおアニメや軽音楽など若い

世代の文化に対し、文化遺産保

護や文化振興に関係のないもの、

悪く言えば有害なものとする論

調は根強い。しかし当たり前の

ことだが、現在の文化這産も成

立当時は若い文化であった。批

判する前に、今の若い文化を未

来の文化遺産に育てるという責

任を、大人はまず持つべきだ。

この点でも豊郷に学ぶ点は多い。
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